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個別最適な学び及び協働的な学びの充実に向けて 

～少人数・習熟度別指導の授業実践について～ 

 

本校では、個に応じたきめ細かな指導を実現するため、北海道教育委員会から数

学科教員を１名多く割り当てられています。 

そして、数学科では、その教員を効果的に活用するため、授業を複数の教員で行

い、基礎・基本の確実な定着を目指す指導をしています。特に今年度は、小学生が

中学校に進学した際に学習に困らないよう、第１学年の数学科の授業で重点的に生

徒の実態に応じた習熟度別授業を実施しています。 

習熟度別授業では、「基礎（じっくり）」・「応用（どんどん）」の２つのコースを 

設定し、生徒の理解度や希望等に応じて２つの教室に分かれて学習に取り組んでい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、数学科では「生徒が主体的に取り組む授業」をテーマに、自ら粘り強く学

びを進め、学んだことを自分の言葉で周りに的確に伝えることができる力を育むこ

とができるよう、指導体制の改善及び生徒に寄り添った授業の充実を図ります。 

 また、御家庭では、その日に学んだことを確実に定着させるため、会話のネタと

して、学校で勉強したことをお子さんに説明させる時間を設けたり、数学科の単元

シラバス（学習内容・評価方法が記載されたもの）をお子さんと確認し、授業の予

習や復習を促す声をかけていただいたりするなど、御家庭で学習に向き合う時間を

確保していただきますよう、御協力願います。 

【自分は、数学の学力が 1 学期よりついたと思う】 ＜アンケート（自由記述から一部抜粋）＞ 

・人数が少なく、先生に気軽に質問できる機会

が増えたので、数学が分かるようになりまし

た。 

・自分のペースで勉強を進めることができるの

で、集中して取り組むことができています。 

・問題の解き方など自分の考えを他の人と交流す

る時間があるので、他の人の良い考えを学ぶ

ことができます。 

・友達と自由に教えあえる時間がとてもいいと

思います。 

 

 

 


